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Staphylococcus intermedius group（SIG）は犬や猫

における外耳炎，膿皮症及び膿瘍を引き起こす主要な原

因菌である［1］が，近年，多くの抗菌薬に耐性を示す

メチシリン耐性（MR）SIGが世界的に増加しており，抗

菌薬治療への影響が懸念されている［1h14］．MRSIGの

分離は，米国では1999年以降［1h3］，ヨーロッパ［4h7］

では2007年以降，さらに隣国である韓国でも2010年以

降に報告されている［8h10］．日本においても，MRSIG

が犬猫から分離されたことが2007年以降に報告されて

いる［11h14］が，これらはおもにいくつかの限られた

二次診療動物病院における報告であり，日本全体で

MRSIGが増加しているのかはまだわかっていない．

そこで，今回，山口県における犬及び猫の臨床材料か

らのブドウ球菌の検出状況と薬剤感受性を調査したので

これを報告する．

材 料 及 び 方 法

2001 年から2010 年の間に細菌感染症で山口県下の

8カ所の動物病院（みやもと動物病院，アミカペットク

リニック，福田犬猫病院，ファミー動物病院，山本動物

病院，はるる動物病院，グリーン動物病院及び山口大学

動物医療センター）に来院した犬と猫からスワブにて膿

を採取した．ブドウ球菌は羊血液寒天培地（譁日研生物

医学研究所，京都）を用いて分離し，VITEK2 GP同定

カード（bio Merieux S.A.，フランス）とコアグラーゼ

試験を用いて同定した．同定されたブドウ球菌株に対し
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要　　　　　約

2001年から2010年に細菌感染症で山口県下の8カ所の動物病院に来院した犬及び猫から Staphylococcus inter-

medius group（SIG）が389株，コアグラーゼ陰性ブドウ球菌（CNS）が143株及びS. aureus（SA）が66株分離さ

れた．47％のSIG（183株），34％のCNS（48株）及び38％のSA（25株）がメチシリン耐性であった．MRSIGの分

離は2007年以降に増加していた．すべてのMRブドウ球菌はアルベカシン，リネゾリド，バンコマイシン，テイコプラ

ニンに感受性であった．さらに，MRSIGとMRCNSはミノサイクリンとアミカシンに，MRSAはクロラムフェニコー

ルとスルファメトキサゾール・トリメトプリムに80％以上の株が感受性であった．

―キーワード：薬剤感受性，メチシリン耐性，ブドウ球菌，Staphylococcus intermedius group，山口県．
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てClinical and Laboratory Standards Institute（CLSI）

ドキュメントの基準（M100hS18）に従い，セフォキシ

チンディスク法を用いてMRブドウ球菌の判定を行っ

た．薬剤感受性試験は，CLSIのドキュメントの基準

（M100hS18）に準拠し，センシディスク（譁日本ベク

トン・ディッキンソン，東京）を使いディスク法で実施

した．薬剤感受性試験の供試薬剤としてベンジルペニシ

リン（PCG），アンピシリン（ABPC），アモキシシリン

（AMPC），ピペラシリン（PIPC），クラブラン酸・アモ

キシシリン（C/AMP），セファゾリン（CEZ），セフペ

ラゾン（CPZ），セファレキシン（CEX），セファクロル

（CCL），セフポドキシム・プロキセチル（CPDX），セ

フジニル（CFDN），クリンダマイシン（CLDM），リン

コマイシン（LCM），エリスロマイシン（EM），クラリ

スロマイシン（CAM），テトラサイクリン（TC），ドキ

シサイクリン（DOXY），ミノサイクリン（MINO），ゲ

ンタマイシン（GM），アミカシン（AMK），カナマイシ

ン（KM），ストレプトマイシン（SM），アルベカシン

（ABK），クロラムフェニコール（CP），ノルフロキサシ

ン（NFLX），オフロキサシン（OFLX），スルファメト

キサゾール・トリメトプリム（ST），ホスホマイシン

（FOM），リネゾリド（LZD），バンコマイシン（VCM）

及びテイコプラニン（TEIC）を用いた．

なお，本研究において，得られた各種ブドウ球菌株に

占めるMRブドウ球菌株の割合をMR分離率とし，SIG

のMR分離率をMRSIG分離率，コアグラーゼ陰性ブド

ウ球菌（C N S）の M R 分離率を M R C N S 分離率，

S. aureus（SA）のMR分離率をMRSA分離率とした．

成　　　　　績

研究期間中，メチシリン感受性（MS）SIGが206株

（犬187株と猫19株），MSCNSが95株（犬78株と猫

17株）及びMSSAが41株（犬31株と猫10株）分離さ

れたのに対し，MRSIGが183株（犬158株と猫25株），

MRCNSが48株（犬36株と猫12株）及びMRSAが25

株（犬16株と猫9株）分離された（表1）．MRSIG分離

率は犬で45.8％（345株中158株），猫で56.8％（44株

中25株），全体で47.0％（389株中183株）であった．

MRCNS分離率は犬で31 .6 ％（114 株中36株），猫で

41 .4 ％（29 株中12 株），全体で33 .6 ％（143 株中48

株）であった．MRSA分離率は犬で34.0％（47株中16

株），猫で47.4％（19株中9株），全体で37.9％（66株

中25株）であった．年度別において，MRSIGは2006

年に犬から初めて分離され，2007年以降犬と猫ともに

分離数が増加していた．また，MSSIGも犬と猫ともに

2008 年以降に分離数が増加していた．犬において，

MRSIGはすべての感染症から分離された（表2）．特に

膿皮症から多く分離され，ついで外耳炎，皮下膿瘍，手

術部位感染から多く分離された．猫では，生殖器感染を

除く各種感染症から分離され，特に，膀胱炎，皮下膿

瘍，膿皮症，手術部位感染から多く分離された．犬にお

いて，MRCNSは手術部位感染と鼻炎を除く各種感染症

から分離され，特に膿皮症と皮下膿瘍から多く分離され

た．猫では，膿皮症，膀胱炎，その他から分離された．
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表 1　分離されたブドウ球菌＊の年度別推移 

＊SIG：Staphylococcus intermedius group CNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌 SA：Staphylococcus aureus 
MS：メチシリン感受性 MR：メチシリン耐性 

株　数（％） 株数（％） 株数 

3 （0.8） 
0 （0） 
3 （0.9） 
0 （0） 
0 （0） 
0 （0） 

25 （17.5） 
4 （2.8） 
20 （17.5） 
3 （2.6） 
5 （17.2） 
1 （3.4） 

3 （4.5） 
2 （3.0） 
3 （6.4） 
1 （2.1） 
0 （0） 
1 （5.3） 

MS
MR
MS
MR
MS
MR

MS
MR
MS
MR
MS
MR

MS
MR
MS
MR
MS
MR

SIG 全体 
 
 犬 
 
 猫 
 

CNS 全体 
 
 犬 
 
 猫 
 

SA 全体 
 
 犬 
 
 猫 

13 （3.3） 
2 （0.5） 
13 （3.8） 
2 （0.6） 
0 （0） 
0 （0） 

10 （7.0） 
9 （6.3） 
10 （8.8） 
9 （7.9） 
0 （0） 
0 （0） 

3 （4.5） 
2 （3.0） 
3 （6.4） 
1 （2.1） 
0 （0） 
1 （5.3） 

17 （4.4） 
31 （8.0） 
17 （4.9） 
27 （7.8） 
0 （0） 
4 （9.0） 

14 （9.8） 
10 （7.0） 
13 （11.4） 
9 （7.9） 
1 （3.4） 
1 （3.4） 

5 （7.6） 
0 （0） 
4 （8.5） 
0 （0） 
1 （5.3） 
0 （0） 

60 （15.4） 
51 （13.1） 
48 （13.9） 
43 （12.5） 
12 （27.2） 
8 （18.2） 

17 （11.9） 
10 （7.0） 
14 （12.3） 
7 （6.1） 
3 （10.3） 
3 （10.3） 

12 （18.2） 
5 （7.6） 
9 （19.1） 
5 （10.6） 
3 （15.8） 
0 （0） 

47 （12.1） 
51 （13.1） 
46 （13.3） 
43 （12.5） 
1 （2.3） 
8 （18.2） 

9 （6.3） 
8 （5.6） 
6 （5.3） 
4 （3.5） 
3 （10.3） 
4 （13.8） 

11 （16.7） 
7 （10.6） 
9 （19.1） 
3 （6.4） 
2 （10.5） 
4 （21.1） 

66 （17.0） 
48 （12.3） 
60 （17.4） 
43 （12.5） 
6 （13.6） 
5 （11.4） 

20 （14.0） 
7 （4.9） 
15 （13.2） 
4 （3.5） 
5 （17.2） 
3 （10.3） 

7 （10.6） 
9 （13.6） 
3 （6.4） 
6 （12.8） 
4 （21.1） 
3 （15.8） 

206 （53.0） 
183 （47.0） 
187 （54.2） 
158 （45.8） 
19 （43.2） 
25 （56.8） 

95 （66.4） 
48 （33.6） 
78 （68.4） 
36 （31.6） 
17 （58.6） 
12 （41.4） 

41 （62.1） 
25 （37.9） 
31 （66.0） 
16 （34.0） 
10 （52.6） 
9 （47.4） 

389 
 

345 
 
44 
 

143 
 

114 
 
29 
 

66 
 
47 
 
19

2001～2005 2006 2007 2008 2009 2010 合　計 



犬において，MRSAは角結膜炎と生殖器感染を除く各

種感染症から分離され，特に膿皮症，外耳炎，手術部位

感染から多く分離された．猫では，膿皮症，皮下膿瘍，

膀胱炎，手術部位感染，角結膜炎から分離された．

今回分離されたMSSIGは C/AMP，CEZ，CPZ，

CEX，CCL，CFDN，AMK，ABK，CP，FOM，LZD，

VCM及びTEICに対して80％以上の株が感受性であっ

た（表3）．一方，MRSIGにおいて，80％以上の株が感

受性を示した抗菌薬はMINO，AMK，ABK，LZD，

VCM及びTEICで，50～79％の株が感受性を示した抗

菌薬は T C，D O X Y 及び C P であった．M S C N S は

C/AMP，CEZ，CPZ，CEX，CFDN，DOXY，MINO，

AMK，KM，ABK，CP，ST，LZD，VCM及びTEIC

に対して 80 ％以上の株が感受性であった．一方，

MRCNSにおいて，80％以上の株が感受性を示した抗

菌薬はMINO，AMK，ABK，LZD，VCM及びTEIC

で，50～79％の株が感受性を示した抗菌薬はDOXYと

CPであった．MSSAはC/AMP，CEZ，CPZ，CEX，

CCL，CFDN，CLDM，TC，DOXY，MINO，GM，

AMK，ABK，CP，OFLX，ST，FOM，LZD，VCM

及び TEICに対して80 ％以上の株が感受性であった．

一方，MRSAにおいて，80％以上の株が感受性を示し

た抗菌薬はABK，CP，ST，LZD，VCM及びTEICで，

50～79％の株が感受性を示した抗菌薬はTC，DOXY，

MINO及びGMであった．なお，犬由来と猫由来ブドウ

球菌株における薬剤感受性の違いは認められなかった．

考　　　　　察

Morrisら［3］は，米国において，犬と猫における

MRSIG分離率，MRCNS分離率及びMRSA分離率はそ

れぞれ17.0％，40.2％及び35.1％であったと報告して

いる．また，Ruscherら［5］は，ドイツにおいて，

MRSIG分離率は犬で7.4％と猫23.1％で，MRSA分離

率は犬で10.7％と猫で18.8％と報告している．さらに

Luciaら［7］は，イタリアにおける犬でのMRSIG分離

率は20.8％であったと報告している．本研究において，

M R ブドウ球菌は犬及び猫ともに多く分離され，

MRSIG分離率は犬で45 .8 ％，猫で56 .8 ％，全体で

47 .0 ％であり，MRCNS分離率は犬で31 .6 ％，猫で

41 .4 ％，全体で33 .6 ％であり，MRSA分離率は犬で

34.0％，猫で47.4％，全体で37.9％であった．したが

って，本研究における犬と猫のMRSIG分離率は米国や

ヨーロッパよりも高いと考えられた．一方，日本におい

て，Sasakiら［11］は犬におけるMRSIG分離率は

68.0％で，Kawakamiら［13］は犬におけるMRSIG分

離率は66 .5 ％であったと報告しており，本研究におけ

るMRSIG分離率はこれら報告に近かった．また，本研

究において，猫はブドウ球菌の分離数は犬と比べて少な

かったが，MR分離率は犬よりも高く，これはRuscher

ら［5］の報告と類似していた．日本において，MRSIG

の分離率が高い理由についてははっきりわかっていない

が，Sasakiら［11］とKawakamiら［13］はMRSIG

嶋田恵理子　宮本　忠　網本昭輝　他

285 日獣会誌　65 283～288（2012）

表 2　分離されたブドウ球菌＊の感染症別内訳 

＊SIG：Staphylococcus intermedius group CNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌 SA：Staphylococcus aureus 
MS：メチシリン感受性 MR：メチシリン耐性 

株　数（％） 株数（％） 株数 

61 （15.7） 
67 （17.2） 
60 （17.4） 
63 （18.3） 
1 （2.3） 
4 （9.1） 

32 （22.4） 
21 （14.7） 
24 （21.1） 
13 （11.4） 
8 （27.6） 
8 （27.6） 

12 （18.2） 
6 （9.1） 
6 （12.8） 
4 （8.5） 
6 （31.6） 
2 （10.5） 

25 （6.4） 
25 （6.4） 
25 （7.2） 
20 （5.8） 
0 （0） 
5 （11.4） 

9 （6.3） 
10 （7.0） 
8 （7.0） 
10 （8.8） 
1 （3.4） 
0 （0） 

4 （6.1） 
3 （4.5） 
2 （4.3） 
1 （2.1） 
2 （10.5） 
2 （10.5） 

25 （6.4） 
22 （5.7） 
23 （6.7） 
21 （6.1） 
2 （4.5） 
1 （2.3） 

17 （11.9） 
3 （2.1） 
16 （14.0） 
3 （2.6） 
1 （3.4） 
0 （0） 

5 （7.6） 
3 （4.5） 
5 （10.6） 
3 （6.4） 
0 （0） 
0 （0） 

26 （6.7） 
19 （4.9） 
16 （4.6） 
13 （3.8） 
10 （22.7） 
6 （13.6） 

4 （2.8） 
5 （3.5） 
2 （1.8） 
2 （1.8） 
2 （6.9） 
3 （10.3） 

4 （6.1） 
3 （4.5） 
4 （8.5） 
1 （2.1） 
0 （0） 
2 （10.5） 

13 （3.3） 
22 （5.7） 
10 （2.9） 
18 （5.2） 
3 （6.8） 
4 （9.1） 

7 （4.9） 
0 （0） 
7 （6.1） 
0 （0） 
0 （0） 
0 （0） 

2 （3.0） 
5 （7.6） 
2 （4.3） 
3 （6.4） 
0 （0） 
2 （10.5） 

20 （5.1） 
10 （2.6） 
20 （5.8） 
9 （2.6） 
0 （0） 
1 （2.3） 

5 （3.5） 
1 （0.7） 
3 （2.6） 
1 （0.9） 
2 （6.9） 
0 （0） 

4 （6.1） 
1 （1.5） 
3 （6.4） 
0 （0） 
1 （5.3） 
1 （5.3） 

15 （3.9） 
8 （2.1） 
13 （3.8） 
5 （1.4） 
2 （4.5） 
3 （6.8） 

2 （1.4） 
0 （0） 
2 （1.8） 
0 （0） 
0 （0） 
0 （0） 

7 （10.6） 
1 （1.5） 
6 （12.8） 
1 （2.1） 
1 （5.3） 
0 （0） 

12 （3.1） 
6 （1.5） 
12 （3.5） 
6 （1.7） 
0 （0） 
0 （0） 

6 （4.2） 
2 （1.4） 
6 （5.3） 
2 （1.8） 
0 （0） 
0 （0） 

1 （1.5） 
0 （0） 
1 （2.1） 
0 （0） 
0 （0） 
0 （0） 

9 （2.3） 
4 （1.0） 
8 （2.3） 
3 （0.9） 
1 （2.3） 
1 （2.3） 

13 （9.1） 
6 （4.2） 
10 （8.8） 
5 （4.4） 
3 （10.3） 
1 （3.4） 

2 （3.0） 
3 （4.5） 
2 （4.3） 
3 （6.4） 
0 （0） 
0 （0） 

206（53.0） 
183（47.0） 
187（54.2） 
158（45.8） 
19（43.2） 
25（56.8） 

95（66.4） 
48（33.6） 
78（68.4） 
36（31.6） 
17（58.6） 
12（41.4） 

41（62.1） 
25（37.9） 
31（66.0） 
16（34.0） 
10（52.6） 
9（47.4） 

389 
 
345 
 
44 
 

143 
 
114 
 
29 
 

66 
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 猫 

膿皮症 皮下膿瘍 外耳炎 膀胱炎 手術部位 感　　染 角結膜炎 鼻炎 
生殖器 
感　染 その他 合　計 



が分離された症例の一部は過去に抗菌薬の投与を受けて

おり，この抗菌薬による選択圧（感受性菌を減少させ，

耐性菌を選択的に増加させる力）が関与しているかもし

れないと述べている．MRSIGの分離数はわれわれの以

前の報告［12］と同様に犬と猫ともに2007年以降に増

加していることがわかった．この時期において，感染症

の増加や使用した抗菌薬の変化は確認できず，この増加

の理由についてはわからなかった．また，2008年以降，

MSSIGも犬と猫ともに分離数が増加していた．これは

2007年以降のMRSIGの増加に伴って通常の抗菌薬治

療で改善しない感染症症例が増加し，細菌同定と薬剤感

受性試験の実施数が増加したためだと考えられた．

Morrisら［3］はMRブドウ球菌が皮膚，耳道，泌尿

器，呼吸器などいろいろな部位から分離されたと報告し

ている．本研究においても，MRブドウ球菌はいろいろ

な感染症から分離され，特にMRブドウ球菌は犬では膿

皮症から，猫では膀胱炎と膿皮症から多く分離されるこ

とがわかった．したがって，山口県内でもMRブドウ球

菌が多く存在することがわかり，今後，各種感染症にお

いてMRブドウ球菌に注意する必要があると同時に，

MRブドウ球菌を増やさないための適切な抗菌薬の使用

が必要であると考えられた．

清水ら［15］は日本におけるSIGはペニシリン系抗生

物質，セフェム系抗生物質，フルオロキノロン系抗菌薬

に感受性で，TC系抗生物質に最も耐性であったと報告

している．さらに，May［16］は SIGの90％がTC系

抗生物質に耐性であるため動物の細菌性皮膚疾患への

TC系抗生物質の使用は勧められないとしている．今回

分離されたMSブドウ球菌はTC系抗生物質を含め多く

の抗菌薬に感受性であった．ドイツではTCへ感受性を

示すMRSIGは32 .9 ％で［6］，米国ではTCに42％の

感受性であった［3］と報告されている．本研究におい

て，MRSIGはTCに67％，DOXYに58％，MINOに

は95％が感受性であった．Ishiharaら［14］の日本の

報告において，MRSIGはMINOに対して100％が感受

性を示し，われわれの結果と類似していた．また，米国

ではMRSIGはGMに対して81 ％が感受性であった

［3］と報告されているが，本研究ではGMに感受性を示

すMRSIGは8％と低く，AMKに対する感受性の株は

80％と高かった．また，米国におけるMRSIGのCPに

対する感受性は95％であったと［3］と報告されている

が，本研究におけるCPに対する感受性は50％であっ

た．したがって，日本で分離されるMRSIGとヨーロッ

パや米国で分離されるMRSIGは薬剤感受性が異なると

考えられた．また，C a i n ら［1 7］は，米国では

MRCNSはTCとCPに89％の株が感受性であったと報

告している．本研究において，TCに対して感受性を示

すMRCNSの割合は11％と低かったが，TC系抗生物

質であるDOXYに64％，MINOに100％が感受性であ

り，CPには60％が感受性であった．さらに，Morris

ら［3］は，米国ではM R S Aは G Mに 92 ％，C Pに

90％が感受性であったと報告しているが，本研究では

MRSAはGMに52％の株が感受性であったものの，CP

には96％の株が感受性で同様の結果であった．したが

って，MRCNSとMRSAの薬剤感受性も地域によって

差があると考えられた．なお，本研究において，MRブ

ドウ球菌のすべては，人の抗MRSA薬である ABK，

LZD，VCM，TEICに感受性であったため，現時点では

これら抗MRSA薬に対する耐性菌は出現していないと
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表 3　分離されたブドウ球菌＊のうち抗菌薬へ感受性を示
した株の割合（％） 

＊MS ：メチシリン感受性 
MR ：メチシリン耐性 
SIG ：Staphylococcus intermedius group 
CNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌 
SA ：Staphylococcus aureus

 22 0 24 0 29 0 
 23 0 47 0 39 0 
 56 0 61 0 61 0 
 1 0 0 0 5 0 
 93 0 92 0 94 0 
 

 99 0 100 0 100 0 
 99 0 100 0 100 0 
 94 0 93 0 100 0 
 89 0 61 0 100 0 
 72 0 53 0 72 0 
 
 99 0 96 0 100 0 

 45 5 66 15 90 17 
 17 3 48 10 29 10 

 46 4 60 23 71 10 
 44 2 50 11 71 14 

 45 67 43 11 100 50 
 77 58 89 64 95 61 
 61 95 82 100 83 61 

 61 8 77 32 81 52 
 85 80 98 90 96 40 
 37 0 93 7 70 21 
 0 0 0 0 0 0 
 100 100 100 100 100 100 

 85 50 92 60 90 96 

 35 3 51 21 26 0 
 52 3 69 32 85 13 
 50 5 84 11 91 100 
 
 89 22 68 40 88 26 
 100 100 100 100 100 100 
 100 100 100 100 100 100 
 100 100 100 100 100 100 
 

ベンジルペニシリン（PCG） 
アンピシリン（ABPC） 
アモキシシリン（AMPC） 
ピペラシリン（PIPC） 
クラブラン酸・アモキシシリン
（C/AMP） 

セファゾリン（CEZ） 
セフペラゾン（CPZ） 
セファレキシン（CEX） 
セファクロル（CCL） 
セフポドキシム・プロキセチル
（CPDX） 
セフジニル（CFDN） 

クリンダマイシン（CLDM） 
リンコマイシン（LCM） 

エリスロマイシン（EM） 
クラリスロマイシン（CAM） 

テトラサイクリン（TC） 
ドキシサイクリン（DOXY） 
ミノサイクリン（MINO） 

ゲンタマイシン（GM） 
アミカシン（AMK） 
カナマイシン（KM） 
ストレプトマイシン（SM） 
アルベカシン（ABK） 

クロラムフェニコール（CP） 

ノルフロキサシン（NFLX） 
オフロキサシン（OFLX） 
スルファメトキサゾール・トリメ
トプリム（ST） 
ホスホマイシン（FOM） 
リネゾリド（LZD） 
バンコマイシン（VCM） 
テイコプラニン（TEIC） 

一　般　名 MS
SIG

MR
SIG

MS
CNS

MR
CNS

MS
SA

MR
SA



考えられた．しかしながら，これらの抗MRSA薬の犬

及び猫への使用は新たな耐性菌の出現につながる可能性

があることから，従来から用いられている抗菌薬を有効

に利用することが重要であると考える．本研究におい

て，これら抗MRSA薬を除いて80％以上の株が感受性

を示した抗菌薬はMRSIGとMRCNSではMINOと

AMKであり，MRSAではCPとSTであり，これら抗菌

薬がMRブドウ球菌感染症において第一選択薬になると

考えられた．また，50～79％の株が感受性を示した抗

菌薬は M R S I G では T C，D O X Y 及び C P であり，

MRCNSではDOXYと CPであり，MRSAでは TC，

DOXY，MINO及びGMであり，これら薬剤も症例に

よっては有効であると考えられた．

今回，山口県下の動物病院においても，MRブドウ球

菌が多く分離されることがわかった．したがって，日本

全体においても，米国やヨーロッパ同様にMRブドウ球

菌が増加している可能性があり，今後，早急に全国的な

調査を実施すべきだと考える．さらに動物病院において

耐性菌を増やさないため，動物病院における抗菌薬の使

用法や使用量を見直すと同時に動物病院における耐性菌

の出現動向と抗菌薬感受性をより広域かつ詳細に監視す

る必要性があろう．
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SUMMARY

Three hundred eighty-nine strains of Staphylococcus intermedius group (SIG), 143 strains of coagulase nega-
tive staphylococci (CNS), and 66 strains of S. aureus (SA) were isolated from infected dogs and cats in 8 ani-
mal hospitals in Yamaguchi prefecture from 2001 to 2010.  Forty-seven percent of SIG (183 strains), 34% of CNS
(48 strains) and 38% of SA (25 strains) were methicillinhresistant (MR).  Isolation of MRSIG had been increased
from 2007.  All MR staphylococci were sensitive to arbekacin, linezolid, vancomycin, and teicoplanin.  Further,
more than 80% of MRSIG and MRCNS strains were sensitive to minocycline and amikacin, and more than 80%
of MRSA strains were sensitive to chloramphenicol and trimethoprimhsulfamethoxazole, respectively. 
― Key words : Antimicrobial drug susceptibility, Methicillinhresistance, Staphylococcus, Staphylococcus intermedius group,
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